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中度と軽度の知的障害者のテレビ視聴に関する調査
A survey on Television Viewing of People with Mild or Moderate Intellectual Disabilities
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要　　旨
　テレビ放送は，現在社会では，欠かすことができない情報獲得と娯楽の手段である。本研究では，中・軽度の知的障害

者のテレビ番組の視聴調査を行い，テレビ放送を通した情報アクセシビリティと文化的な享受の実態を明らかにすること

を目的とする。知的障害者60名を対象に，最近の１週間で見たテレビ番組，好きなテレビ番組，嫌いなテレビ番組，見

たいジャンル及びテレビ番組の４項目について，自記式質問紙を用いて，本人への聞き取り調査を行った。ジャンル別に

分析した結果，見た番組と好きな番組の両方で，「バラエティ」「アニメ」が上位１，２位で60％以上を占めた。嫌いな番

組と見たい番組の両方で，「ドラマ」が１位であった。見た，好き，見たい番組の３項目について，「ニュース」は低い回

答数であった。知的障害者は，笑いや面白さを得るために視聴する人が多く，情報を得るための視聴は少ないことが明ら

かになった。今後，知的障害者がテレビ番組によって，情報や文化的な享受を得るためには，抽象的な事柄の理解が難し

い知的障害者に，自分の生活と関わる具体的な事柄として理解できるようにわかりやすく情報を伝えるニュース番組と，

展開がわかりやすく，暴力的な描写がないドラマの制作等が求められる。

Ⅰ．はじめに
　テレビ放送は，現在社会では，欠かすことができない
情報獲得と娯楽の手段である。毎日の社会の動きの情報
を提供するニュース番組，オリンピックや野球の試合の
経過と結果を知らせるスポーツ番組，笑いや音楽やアニ
メーションを届けるバラエティ，歌番組，アニメーショ
ン等，多くの人が，日々の生活で，テレビ番組を視聴し
て，必要な情報や楽しみを得ている。

　では，知的障害者は，テレビ番組を通して，情報や楽
しみを得ることができているだろうか。
　平成25年12月に日本でも批准された障害者権利条約
では，第21条で，障害者は他の者と同等に表現及び意
見の自由並びに情報の利用の機会を得ること，第30条
で，文化的な生活やレクリエーション，余暇及びスポー
ツへの参加の権利を認めるものと，規定されている。そ
のために，マスメディアは障害者がアクセスしやすい形
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態や方法での情報や文化的な享受を提供することが提言
されている。テレビ放送のアクセシビリティを保障する
取り組みについては，現在までに聴覚障害者の手話や字
幕入り放送，視覚障害者の音声解説入り放送が行われて
きた。字幕放送については，総放送時間に占める割合が，
NHK（総合）で75.9％，NHK（教育）で62.7％，在京
キー５局で57.5％となり，かなりの番組で字幕放送が
視聴できるようになっている（2014，総務省）。手話放
送については，総放送時間に占める割合は，NHK（総合）
で0.2％，NHK（教育）で2.6％，在京キー５局で0.1％
と低調である。解説放送については，NHK（総合）で
10.0％，NHK（教育）で13.7％，在京キー５局で2.3％
である。また，1998年から手話と字幕の番組「目で聴
くテレビ」が，CS障害者放送統 一機構によって，放送
されている。このように聴覚，視覚障害者には，今まで
に障害特性に対応したアクセシビリティを目指したテレ
ビ放送が行われてきた。一方，知的障害者に対しては，
ほとんど無策だったと言わざるをえない現状がある。テ
レビ放送が利用しにくいことを自覚したり，積極的に要
求できない人が多いために，本人たちのニーズがわから
ないことが，アクセシビリティ向上のための対策を遅ら
せる一因だと考えられる。知的障害者にわかりやすく楽
しめるテレビ番組を検討するためには，彼らが今のテレ
ビ番組をどのように視聴し，どのように感じているのか
という実態を把握する必要がある。
　2007年にNHK放送文化研究所によって実施された
「知的障害のある人へのテレビ視聴実態調査」によると，
460人の有効回答の８割以上の人が毎日テレビを見てい
ることが報告されている。近年，若者を中心にテレビ視
聴は低下しつつあるが，知的障害者にとっては，娯楽と
情報を入手するために必要なものである。
　そこで，本研究では，本人の意見を直接調査可能な中
度と軽度の知的障害者のテレビ番組の視聴調査を実施す
る。見た，好き，嫌い，見たい番組を調査し，テレビに
よる情報アクセシビリティと文化的享受の実態を明らか
にすることを目的とする。その結果を参考に，中度と軽
度の知的障害者に配慮したテレビ番組のあり方について
検討する。

Ⅱ．調査
１．方法
　知的障害が中度と軽度の知的障害者約60名を対象に，
テレビ番組視聴の実態について調査した。調査は，調査
者１名に対して対象者１名の場で，自記式質問紙を渡し，
口頭で質問した。記入できる人には，本人の記入を求め，
難しい人には，調査者が聞き取った通りに記入した。
　対象者の確保については，全国手をつなぐ育成会連合
会大阪支部に調査を依頼した。就労されている軽度の方

が主に参加されている本人の会と，支援センターに協力
者を募った。その際，調査の内容と目的をわかりやすい
ことばで説明し，個人を特定する情報は公表しないこと，
いつでもやめることができることを伝えた。平成27年
７月から平成28年１月の期間で実施した。
　質問紙の内容については，基本的属性として，年齢，
障害名，療育手帳等を質問した。テレビ番組の視聴の実
態については，①最近の１週間で見たテレビ番組，②好
きなテレビ番組の有無，あれば番組名と好きな理由，③
嫌いなテレビ番組の有無，あれば番組名と嫌いな理由，
④どんなジャンル及び番組が見たいかの４項目を質問し
た。複数回答を可とした。

２．結果
（1）対象者の基本属性
　対象者は，療育手帳B1，B2を取得している18歳～56
歳の60名，平均年齢35.9歳であった。対象者の全員が，
企業就労かディセンターへ通勤している。年齢区分別数
を表１に示す。

（2）最近の１週間で見たテレビ番組
　回答者は，60名中42名（70％），全回答数は，192で
あった。ジャンルごとの回答数と回答のあった番組を表
２に示す。表２～５のテレビ番組には，ジャンル名を答
えるなどの回答は表記せず，番組名やそれに類する名称
の回答だけを挙げた。（　）の数字は回答数を示し，（1）
は非表示とした。
　ジャンル別では，「バラエティ」が81あり，全回答数
の42.2％であった。次は「アニメ」が41で，21.4％であっ
た。「バラエティ」「アニメ」が上位１，２位で63.5％
を占める結果となった。次いで「ドラマ」「音楽番組」，
「ニュース」「スポーツ」と続いた。
　視聴された番組をみると，バラエティでは，月～金の
帯で放送される朝の情報バラエティ番組『めざましテレ
ビ』が回答数９で１位となり，『おはよう朝日です』が
３位，『スッキリ!!』が５位，他にも『モーニングバード』
『おはようコール』があげられ，朝の帯の情報バラエティ
番組は，回答数が多い結果となった。他には『VS嵐』『嵐

表１　対象者の年齢区分別数

年齢区分 人数

10～19歳 4

20～29歳 14

30～39歳 13

40～49歳 25

50～59歳 4

合計 60
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れ』『あさが来た』の帯で放送される番組が回答数３で
１位だった。音楽番組では『紅白歌合戦』『Mステ』が
３で１位だった。その他では，『釣り』『映画』という回
答があった。

にしやがれ』が２位，３位になり，嵐の番組も人気が
あった。対象者があげたバラエティ番組名は54種類あ
り，様々な番組が視聴されていた。
　アニメでは，『サザエさん』『ちびまる子ちゃん』『ド
ラえもん』『ポケモン』が上位３位だった。ドラマでは『ま

（3）好きなテレビ番組
　回答者は，60名中57名（95％），全回答数は138であっ
た。ジャンルごとの回答数と番組を表３に示す。
　ジャンル別では，「アニメ」が50あり，全回答数の
36.2％であった。次は「バラエティ」が34で，24.6％
であった。「アニメ」「バラエティ」が上位１，２位で
60.9％を占める結果となった。次いで「ドラマ」「スポー
ツ」「音楽番組」「ニュース」と続いた。視聴された番組

名をみると，好まれるアニメは，『ゲゲゲの鬼太郎』『キ
ンタマ』『ルパン３世』『ナルト』を除いて見ている番組
と重なっていた。
　バラエティでは，見た番組名で回答数が多かった朝の
帯で放映される『めざましテレビ』等の情報バラエティ
番組は，好きな番組には入っていなかった。『クイズ番組』
が５で最も多かった。
　ドラマでは，具体的な番組名ではないが，『韓国ドラマ』

表2　最近の1週間で見たテレビ番組

ジャンル 回答数 テレビ番組（回答数）

ニュース 11 ニュースゼロ（帯），NHK９時ニュース（帯），報道ステーション（帯）

音楽番組 19 紅白歌合戦（3），Mステ（3），ミュージックフェア，歌謡ステージ，うたばん

スポーツ 11 野球中継（5），サッカー中継，すもう

バラエティ 81 めざましテレビ（帯）（9），VS嵐（6），おはよう朝日です（帯）（5），嵐にしやがれ
（5），スッキリ！！（帯）（4），スカッとジャパン（4），志村動物園（4），ネプリー
グ（3），スマスマ（3），鉄腕ダッシュ（３），さんまのまんま（3），探偵ナイトスクー
プ（2），ヒルナンデス（2），みんなの家庭の医学（2），世界の果てまでイッテQ（2），
大改造劇的ビフォーアフター（2），吉本新喜劇（2），モーニングバード（帯），おは
ようコール（帯），サンデーモーニング，よ～いドンサンデー，踊る！さんま御殿！，
ダウンタウンDX，おもいでぽろぽろ，ロンドンハーツ，今ちゃんの実は，アメトーク，
とんねるずのみなさんのおかげでした，めちゃ×2イケてるッ！，トキオと嵐，VSアー
チスペシャル，ガキの使いやあらへんで！，ミヤネ屋，ボンビーガール，モニタリン
グ，Aスタジオ，世界一受けたい授業，家族に乾杯，ケンミンショー，プレバト！！，
おじゃMAP，徹子の部屋（帯），ごぶごぶ，駆け込みドクター，ロンドンハーツ，ウェ
イクアップ，やべっちFC，正義のたかじん，そこまで言って委員会，ほんまでっか，
世界不思議発見，魔法のキッチン，どんど晴れ

ドラマ 25 まれ（帯）（3），あさが来た（帯），（3）警視庁捜査一課，科捜研の女，怪盗山猫，
月９ドラマ，花燃ゆ，真田丸

アニメ 41 サザエさん（6），ちびまるこちゃん（4），ドラえもん（3），ポケモン（3），ドラゴンボー
ル（2），ワンピース（2），名探偵コナン（2），妖怪ウォッチ（2） ，クレヨンしんちゃ
ん（2），ゲゲゲの鬼太郎，キンタマ，ウルトラマン，ルパン3世，ナルト，天空の城ラピュ
タ，仮面ライダー，アイカツ，プリパラ，境界のリンネ，ベイビーステップ，たまごっ
ち,　たまともだいしゅーGO，セーラームーン

ギャンブル 0

コマーシャル 0

ドキュメント 1

旅 0

教養 0

子ども番組 0

料理 1

その他 2 釣り,　映画
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ドラマで，「暴力的ドラマ」が２あった。ドラマが嫌い
な理由に「ストーリーがわからないものは難しい」とい
う意見があった。
　その他では，「討論番組」「政治」「テロップ過剰演出」「意
味や内容がわからない，おなじことを何度も言っている
のもあるのでつまらなくなる」という意見があった。国
会中継が嫌いという理由は「わからない」，ニュースで
は「上村君の殺害ニュースがいや」「号泣している議員
がいや」という意見があった。

が３，『恋愛ドラマ』が２，『時代劇』が２，『朝ドラ』が２，
『サスペンス』『大河ドラマ』が各１の回答であった。

（4）嫌いなテレビ番組
　回答者は，60名中23名（38.3％），回答数は33であっ
た。ジャンルごとの回答数と番組を表４に示す。
　ジャンル別には，「ドラマ」が10あり，全回答数の
30.3％であった。次いで「バラエティ」「その他」「ギャ
ンブル」「ニュース」という順位となった。
　番組ではないので表４には表示していないが，嫌いな

表3　好きなテレビ番組

ジャンル 回答数 テレビ番組(回答数)

ニュース 3 ニュースゼロ

音楽番組 11 Mステ（3），ミュージックジャパン，AKB48ショー

スポーツ 13 野球中継（8）すもう（2），駅伝

バラエティ 34 クイズ（5），スカッとジャパン（2），吉本新喜劇（2），ケンミンショー（2），新婚

さんいらっしゃい（2），アタック25（2），VS嵐（2），笑点，探偵ナイトスクープ，イッ

テQ，SMAP×SMAP，おじゃMAP，スマステーション，キスマイの番組，志村動物園，

みんなの家庭の医学，くりぃむクイズ，ミラクル9，ダウンタウンDX，さんまのまん

ま，Qさま，ほんまでっか

ドラマ 25 韓国ドラマ（3），恋愛ドラマ（2），　時代劇（2），花燃ゆ（2），まれ（2），土曜ワイ

ド劇場（2），朝ドラ（2），サスペンス，大河ドラマ，ヤメゴク，アイカツ，十津川警部，

天皇の料理番

アニメ 50 名探偵コナン（5），ドラゴンボール（4），ワンピース（4），仮面ライダー（3），ニ

ンニンジャー（2），プリパラ（2），テニスの王子様（2），ポケモン（2），マシュマ

ロ通信，境界のリンネ，妖怪ウォッチ，アルスラーン戦記，ベイビーステップ，たま

ごっち　たまともだいしゅーGO，ドラえもん，クレヨンしんちゃん，ちびまる子ちゃ

ん，サザエさん，ウルトラマン，プリキュア，モヤモヤサマーズ２，トムとジェリー，

カードバトル関係，トライブクルクル，セーラームーン，プリキュア，天才バカボン

ギャンブル 1 競馬中継

コマーシャル 0

ドキュメント 1

旅 0

教養 0

子ども番組 0

料理 0

その他 0

表4　嫌いなテレビ番組

ジャンル 回答数 テレビ番組(回答数)

ニュース 3

音楽番組 1

スポーツ 2 野球中継

バラエティ 6 家庭の医学
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（5）見たいテレビ番組
　回答者は，60名中47名（78.3％），回答数は102であっ
た。ジャンルごとの回答数と番組を表5に示す。見たい
テレビ番組では，ジャンル名での回答が多かったため番
組名の表示は少ない。ジャンル別には，「ドラマ」が24
で23.5％あり，次いで「バラエティ」「スポーツ」「音楽
番組」「旅」「ニュース」「ドキュメント」という順位となっ

た。
　最も回答数が多いドラマでは，『時代劇』が２，『恋愛
ドラマ』が２，『アクションドラマ』『サスペンス』『推
理ドラマ』『特撮ヒーローのドラマ』『歴史ドラマ』『刑
事ドラマ』が各１であった。教養番組では，『スカンジ
ナビアの社会歴史公共サービス』『福祉国家の特集制度』
が各１あった。

（6）各項目の回答数
　最近の１週間で見た番組，好きな番組，嫌いな番組，
見たい番組の各項目について，ジャンルごとの回答数を
図１に示す。
　４項目すべてに回答があったのは，「ニュース」「音楽
番組」「スポーツ」「バラエティ」「ドラマ」「ドキュメン
ト」の６のジャンルであった。３項目で回答があったの

は，「アニメ」であり，２項目は「料理」「ギャンブル」「そ
の他」，１項目は「コマーシャル」「旅」「教養」であった。
子ども番組にはどの項目にも回答がなかった。

ドラマ 10 時代劇（3），韓国ドラマ

アニメ 0

ギャンブル 3 競馬中継(2)

コマーシャル 2

ドキュメント 1

旅 0

教養 0

子ども番組 0

料理 0

その他 5 国会中継

表５　見たいテレビ番組

ジャンル 回答数 テレビ番組(回答数)

ニュース 7

音楽番組 13

スポーツ 14 野球中継，ボウリング，アイスホッケー

バラエティ 19

ドラマ 24 時代劇(2)，恋愛ドラマ(2)，アクションドラマ, サスペンス, 推理ドラマ, 特撮ヒーロー
のドラマ, 歴史ドラマ, 刑事ドラマ

アニメ 4

ギャンブル 0

コマーシャル 0

ドキュメント 5 賢者の選択

旅 9

教養 4 スカンジナビアの社会歴史公共サービス，福祉国家の特集制度

子ども番組 0

料理 3

その他 0
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「アクションドラマ」「サスペンス」「推理」「特撮ヒーロー」
「歴史ドラマ」「刑事ドラマ」といろいろなドラマが挙げ
られていた。内容が多様であることがドラマの特徴なの
で，嫌いなドラマもあるが，見たいドラマも多く挙げら
れ，ドラマへの期待の高さが示されていた。また，嫌わ
れるドラマとして暴力的という回答があり，暴力的な描
写への配慮が求められる。
　関心が高いと考えられる６ジャンルの中で，見た，好
き，見たい番組の３項目について，「ニュース」は低い
回答数であった。特に好きな番組では３の回答数しかな
かった。「上村君の殺害ニュースがいや」「号泣している
議員がいや」という意見があり，残酷で感情的なニュー
スが苦手な人がいた。
　嫌いな番組のその他で，「討論番組」「政治」「テロッ
プ過剰演出」「意味や内容がわからない」「国会中継」が
挙がっていた。「国会中継」が嫌いという理由は「わか
らない」ということであり，「討論番組」「政治」につい
ても，わかりにくさが影響しているのではないかと思わ
れる。
　見たジャンルにはなかった「旅」「教養」が見たいジャ
ンルとして挙げられており，いろいろなテレビ番組への
興味の広がりが感じられた。また「子ども番組」に回答
がなかったのは，今回の調査対象が18歳以上の就労者
とディケアセンター通勤者であったことが影響したと思
われる。

３．考察
（1）テレビ視聴の実態からの考察
　療育手帳B1，B2を持つ中度から軽度の知的障害者の
テレビ視聴の実態について調査した。項目による回答人
数と回答数は，見た番組が42人で192，好きな番組が
57人で138，見たい番組が47人で102だったのに比べ，
嫌いな番組は23人で33と少なかった。嫌いな番組は見
ていないために番組名をあげる人が少なかったのではな
いかと思われる。
　４項目合わせて回答数が多かった「ニュース」「音楽
番組」「スポーツ」「バラエティ」「ドラマ」「アニメ」が，
中度と軽度の知的障害者にとって関心が高いジャンルだ
と考えられる。特に，見た番組と好きな番組の両方で，
「バラエティ」「アニメ」が上位１，２位で60％以上を占
め，人気があることが示された。「アニメ」は好きな番
組の１位であることに加えて，嫌いな番組の回答数が０
であり，最も好まれているジャンルであるといえる。見
た番組としてバラエティの番組名は54種類挙がり，様々
なものが視聴されていた。アニメでは，『サザエさん』『ち
びまる子ちゃん』『ドラえもん』『ポケモン』と，昔から
続いている長寿番組が，見た番組として上位３位に選ば
れていた。キャラクターへのなじみと毎回同じような展
開であることがわかりやすさと安心感を与えるのではな
いだろうか。
　嫌いな番組と見たい番組で「ドラマ」が，どちらも１
位であった。見たい番組として「時代劇」「恋愛ドラマ」

図１．最近の１週間で見た番組，好きな番組，嫌いな番組，見たい番組のジャンルごとの回答数の比較
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ルを付与した共通コンテンツをストリーミング配信，オ
ンデマンド配信する会員ネットワーク「スコラネット（ス
キルアップ・コンテンツ・ライブラリー）」の実践研究
が行われている。「目で聴くテレビ」の放送で使用され
た手話や字幕の方法が，聴覚障害者の情報提供等に有効
であった（梅田，2011）ことなどを踏まえて， 知的障
害者の障害特性に合う具体的で有効な方策を検討するこ
とが，急務な課題である。
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（2）今後のテレビ番組制作について
　2006年に行われた視覚障害者向け解説放送開発に関
する調査（社会福祉法人日本盲人会連合）において，
584名の視覚障害者を対象とした結果では，よく視聴し
ているテレビ番組として，１位でニュース・報道番組
と回答した人が170名（93.9％）を占め，次いで２位で
ドラマが115名（63.5％），３位でドキュメンタリーが
100名（55.2％）と続いた。知的障害者の多くが視聴し
ていたバラエティは40名（22.1％）で10位，アニメは
33名（18.2％）11位で最下位だった。また，優先的に
解説放送をつけてほしい番組も，ニュース・報道番組が
63.7％で１位であった。対象人数の差はあるが，知的
障害者と視覚障害者が視聴しているテレビ番組の傾向が
全く異なり，視覚障害者は，ニュースや報道番組から情
報を得るためにテレビ番組を視聴し，知的障害者は，バ
ラエティやアニメから笑いや面白さを得るために視聴す
ることが示された。
　今後，知的障害者のテレビ放送による情報アクセシビ
リティと文化的享受を向上させるためには，ニュースと
ドラマの視聴を増やしていくことが必要だと考えられ
る。テレビニュースは，活字で提供される新聞やWEB
ニュースよりも視聴しやすいと思われるが，それでも見
ている人，好む人は少なかった。彼らが情報の多くを得
ないで生活している実態と，ニュース内容が彼らにわか
りやすく提供されていない状況を示していると考えられ
る。抽象的な事柄の理解が難しい知的障害者に，情報を
わかりやすく伝え，自分の生活と関わる具体的な事柄と
してとらえていけるようなニュース番組のあり方が求め
られる。また，ドラマについては，展開がわかりやすく，
暴力的な描写がないものの制作が求められる。
　彼らにわかりやすく伝えることができるテレビ番組を
考えるにあたり，知的障害者に情報提供をするための方
法をまとめた「わかりやすい情報提供のガイドライン」
（2015）が参考になると思われる。ガイドラインによる
と，障害特性に配慮したテレビ放送の基本的な話し方に
ついて，具体的に話す，複雑な表現をさける，構成をはっ
きりさせる，ゆっくり話す，年齢に相応しいことばを使
うことに留意するとわかりやすいと考えられる。さらに，
ニュース番組では，話しことばだけに頼らず，視覚イメー
ジ情報として，動画，図や絵，写真，模型などを併用す
る。視覚障害者や聴覚障害者に使用する音声解説や字幕
も，知的障害者向けにすることで，情報を補うために有
効ではないかと考えられる。広瀬（2014）は， 高齢化
にともなって耳や目が不自由になった人が増えており，
聴覚，視覚障害者以外でも字幕放送や音声解説放送を必
要とする人が増えていると述べている。
　2011年には，聴覚障害者，視覚障害者，知的障害者
などの人が，字幕，手話，音声解説，ピクトグラム等のツー
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